
小会議室１ 370

小会議室２ 370

351

175

94.9%

47.3%

85.3%

96.7%

89.3%

3,000

手数料

修繕費

利用目標

370

270

270

400

利用実績

440

145

241

357

対前年比（％）

98.0%

58.2%

146.1%

101.7%

118.9%

対目標比（％）

53.7%

89.3%

20,315,242

4,405,007

376,054

3,000

手数料

委託料

賃借料

負担金

150,000

6,741,000

360,000

事業収支
（単位：円）

損益 -2,069,000 2,955,918

計 24,169,000 計

290,210

項目

計 14,263,350

2,270,160

指定管理料

使用料収入

市の収支

公共施設目的外使用料 292,650

平成30年度決算年度計画額 収支実績額

公共施設目的外使用料

使用料収入

指定管理料

工事請負費 1,112,400

修繕費 443,136

光熱水費 4,500,000

8,600,000

通信運搬費

賃借料

収入
（歳入）

指定管理料

項目 金額

利用促進事業委託料

燃料費

平成29年度決算

金額 項目 金額

計 292,650

市民団体等利用促進委託料 2,502,830

営繕工事費

44,410

委託料

指定管理者収支（平成30年度）

備消耗品費 1,500,000 備消耗品費

2,500,000

項目 金額

8,600,000 指定管理料

2,563,800

12,107,36011,000,000

支出
（歳出）

8,600,000

計 22,100,000 計

光熱水費 5,226,792

印刷製本費

・会館の利用許可に関する業務
・施設等の維持管理業務
・事業の企画・運営

　利用料金制の導入 　あり　　利用料金制委託料併用方式

　施設の利用状況

利用区分等

大会議室

（特記事項）　　開館日数　３０９日

修繕料 739,800 調査 147,9601,273,320

290,210

8,230,000人件費 7,894,697

計23,271,160

市民団体等利用促進委託料499,569

燃料費

人件費

利用促進事業委託料

差引 -13,973,140

平成30年度　指定管理者モニタリング結果及び評価表 

１　施設の概要

　施設名称 松本市浅間温泉文化センター
所管課

TEL
総務部　行政管理課

内１２１１

　所在地 松本市浅間温泉２丁目６番１号 設置年月 平成12年4月30日

　施設設置目的 市民福祉の増進と文化の向上を図る。

　施設概要・設備

敷地面積5562.08㎡、延床面積3262.93㎡、ＲＣ造２階建
【１階】大会議室（１室）、多目的ホール（１室）、事務室
【２階】小会議室（２室）、中会議室（１室）
駐車場４０台、清涼飲料水自販機３機

　指定管理者名（選定方式） 浅間温泉観光協会（非公募、特命指定）

　指定期間 平成２７年４月１日～令和２年３月３１日（５ケ年）

中会議室

付帯設備

多目的ホール

　指定管理者の
　主な業務

差引 -11,610,950

0

7,900,000

1,550,000

2,563,800

計 11,903,600

負担金

149,257

1,400,000

20,000 印刷製本費

45,000 通信運搬費



2　市（所管課）による評価

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

点 24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

点 40
事業報告及び決算

経済性

6

環境への配慮

経費節減・業務効率化

セルフモニタリング

備品等の維持管理

地域との連携

苦情・要望等への対応

施
設
の
運
営

14項目

34　点

事業計画書どおりの事業を実施しており、問題となる点は見当たらない。

夏祭りをはじめとしたイベントや（本郷地区）街づくり協議会等を通じて、積極的に取り組んでいる。

年間を通して利用者アンケートが実施されている。苦情や要望等への業務改善・対応は行われている。

日常的にセルフモニタリングを行い、見直しに努めている。

ゴミの分別を徹底しており、節電等の省エネ対策も積極的に取り組んでいる。

遇接客研修に参加しており、障害者、子ども、高齢者の利用に問題はない。

3

B

B

B

62.8

決算報告書からの経営状況に問題となる点は見当たらない。

観光関係団体で組織されており、体制に安心感がある。

備品等の過不足はなく、問題はない。

定期的に点検が実施されている。また、必要に応じ修繕等を実施しており、備品の性能が確保されている。

特別誘客キャンペーンによる宣伝活動や、各種会議の誘致委等、施設の利用促進に努めている。

常に利用者の平等意識を念頭に、利用者のサービス向上に努めている。

海外旅行客向けwi-fiの整備を行う等、施設の活用に積極的に取り組んでいる。

事業計画書に基づき適切に事業が実施されており、問題はない。

切電等に努め、経費削減を図っている。

事業計画書に基づき適切に行われている。また、観光産業の振興に向けた取り組みも継続的に行われている。

管理区域、業務範囲について的確に把握されており、問題はない。

評価の根拠

避難経路が表示されており、施設内は整然と管理され避難時の支障はない。

パソコン等の持ち出し禁止等、個人情報保護についての職員への教育も徹底されている。

個人情報保護と同様、職員への教育が徹底されている。

高いレベルで実施されており、高く評価できる。

 　指定管理者の事業計画書(提案書）の内容に基づいて、その水準が達成されているかを市が点検・評価するものです。

Ａ

評価の手段は、実績報告書（毎月）及び事業報告書（年度終了時）の点検並びに立入検査（随時）等によるものです。

（０．５）

　　　　　　　　　　　評　　　価　　　の　　　基　　　準
（１．０）

Ｂ
Ｃ

（０．７） 小計事業計画書（提案書）どおり適切に実施されており、問題は見られない。
事業計画書（提案書）どおり概ね実施されていたが、一部に不適切な部分が確認され、改善に向け対応中または対応済みである。

Ｄ 不適切な部分が確認されたので、改善を指示したが、未対応または改善の見込みがなく、指定管理者の取り消しを含め検討する必要がある。（０．０）

B

評価

B

スタッフは、施設の管理運営、維持管理作業の経験者で、指揮系統、責任権限も明確になっている。

業務従事者の適正な労働条件は確保されている。

浅間温泉観光協会が実施する接客者対応研修等への参加や、消防訓練等を行い、利用者からの意見も特に問題は見られない。

設置目的、管理運営業務を的確に理解した事業計画となっており、適切に計画が履行されている。

経理担当が本施設専用の会計帳簿により、経理の管理をしているが、情報公開、監査請求に対処できる内容となっていない。

施設予約、利用統計等パソコン等を活用している。

施設、備品について日常点検、整備業務の内容が日報管理されており、管理基準を満たしている。

実績報告書及び事業報告も適切に作成され、期限までに提出されており、問題はない。

緊急時の対策として安全講習が行われており、緊急時対応が業務従事者に徹底されており、問題はない。

誘客キャンペーン等に参加し、幅広い利用者があり、特定利用者に限定されていない。

利用者の安全を最優先に考え、職員への徹底が図られている。

関係機関への連絡網及び事故状況の把握、記録、市への連絡まで、一連で緊急連絡網が作成されており、問題はない。

職員３名体制の配置計画通りに人員が配置されており、施設管理運営上適切と思われる。

管理運営方針、管理運営業務の内容及び管理基準に適合した事業計画どおり実施されており、問題は見られない。

大項目

適切な管理運営

団体の概要

管
理
能
力

B

B
B
B
B

2

中項目

団体の経営状況は良好か。

当該施設管理運営をサポート・バックアップする体制はあるか。

配点

2

公平な利用許可、法令を遵守した管理、個人情報の保護等に留意した適切な対応がされており、問題は見られない。

報告書類も適切に作成され、緊急時の連絡等も密に行われるなど、責任を持って管理運営に携わっている。

A

施錠、警備については徹底されている。（警備会社へ委託）

公平性が確保されており、アンケートからも問題は見られない。

専用の会計帳簿により適切に利用料金の収受し管理経費の収支をスタッフ３名で管理しているが、支出科目等に誤りが見られる。

B

B

労働関係法令等を遵守した労務管理規程等を整備し、業務従事者の適正な労働条件を確保しているか。

職員研修計画や業務指導に関し、適切に実施されているか。

B

B
B
B

C

事業内容に偏りがあり、利用者が限られることはないか。

2 C

24項目

施設や附属設備の保守点検作業は、必要な基準や仕様を満たしているか。

業務報告や事業報告が適切に作成されているか。

2

利用者の安全確保に関する研修を実施し、職員が内容を熟知しているか。

避難経路が確保されており、避難時に支障をきたす障害物はないか。

適切な組織・体制

個人情報等の具体的管理方法（書類・電子データ等）においてセキュリティ対策を講じているか。

経理及び
事務処理等

安全管理

緊急時対応
事故や災害時等緊急時の連絡体制が十分に整備されているか。

3

50

3

B
B
B

3

B

B
B
B

利用者サービス

障害者等への配慮

施設の利用促進に努めているか。利用の促進

秘密の保護

業務内容

2

B

3

1

B個人情報保護

B
B

B
B

事業計画書どおりの経費節減や業務効率化が実行されているか。

1

2

3

2

3

2

3

B

市の方針、施設の設置目的、業務等を的確に理解した管理はされているか。

市が示す施設運営方針や管理の基準等に適合しているか。

会計処理の基準等に基づき、適正に事務処理が行われているか。

安全対策は明確で、職員の教育・訓練の実施はされているか。

2市や関係団体等と緊密に連携し、責任を持って事業に取り組んでいるか。

現場責任者、有資格者の配置、指揮系統や責任権限は適切であるか。

経理帳簿や台帳等を整備し、情報公開や監査請求に適切に対処できるか。

必要に応じパソコン等ＩＴ機器を活用できるか。

職員体制や配置人員は適切であるか。

2

2

評　価　項　目

3

利用者アンケートが適切に実施されており、苦情や要望、意見等に適切に対応しているか。

セルフモニタリングが適切に行われているか。

省エネ等環境負荷の軽減や周辺環境に配慮するとともに、廃棄物は適切に処理されているか。

3

3

2

職員が業務上知り得た秘密について漏洩防止対策を講じているか。

業務について処理・対応が適切に行われているか。

2

2

4

支出総額は事業計画書の範囲内であるか。

利用者サービスの向上に努めているか。

1

2

2

2

管理区域、業務範囲について漏れなく的確に把握されているか。

公共の仕事という倫理性や法令遵守について認識し、対応しているか。

2

1

2
市民の平等利用

3

3事業の内容や施設の有効利用に創意工夫がされているか。

年間の事業量が適切に実行されているか。

正当な理由なく一部の市民に利用制限や優遇が行われていないか。

事業計画書どおり、収入が確保できたか。（無料施設では、利用者を確保できたか） 事業計画書どおりの事業を実施し、例年並みの収入が確保できた。

地域の住民や団体等との連携に積極的に取り組んでいるか。

B
B

施錠、警備体制等は適切であるか。

障害者、子ども、高齢者等の利用に配慮した管理がなされているか。

引き渡した備品等に過不足はないか。

引き渡した備品等はその機能が失われていないか。

2

1

B

職員研修・人材育成

2

B

B
B

B



３　利用者による評価

４　指定管理者による自己評価

５　市(所管課）による総合評価

　

判断結果

「要改善」
※「不可」

評価

※「不可」の場合、指定管理者の取り消しの処分を含め

合計点数

69.8

45点以上60点未満
45点未満

点数

判　断　の　基　準
75点以上

60点以上75点未満
「良好」

適　正

別紙のとおり

利用者アンケート

実施時期

調査対象

調査方法

早急な改善対応を検討する必要がある。

配点

Ｂ

Ｃ アンケート調査結果及びセルフモニタリングの内容等、標準を満たしているが、今後改善を必要とするところがある。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等を含め、総合的観点から高く評価できる。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等も含め、総合的観点から標準を満たしていると評価できる。

改善すべき点が多く、標準に達しないと判断する。

利用者からの意見
要望・苦情等

（０．7）

「適正」

7

10

（協定書で指定管理者に実施を義務付けている利用者アンケートの内容）

平成30年4月1日～平成31年3月31日

施設利用者

アンケートへの回答

別紙のとおり

調査結果

【自主事業を実施している場合の評価】
　事業計画書に基づいた自主事業等が行われており、利用者のサービス向上につながった。
【総合的な評価】
　管理運営については、事業計画書に基づき運営が行われており、事業内容についても、条例を遵守し、仕
様書等に定める業務が適正に執行されている。
　歳入については、利用者の利便性の向上が図られ、利用料収入も安定してきている。
　利用者アンケート結果は、概ね良好でありますが、現状に留まることなく引続き要望等に対して対応してい
ただきたい。

・昨年同様、利用者の方が増えており、駐車場不足では利用者の方々には大変ご迷惑をお掛け
しております。
・野球場の職員の方々にもご協力を得て、野球場の利用が不可でも事前にお願いできる日は３
０台程止めさせて頂いている時もあります。ご利用者の中には高齢者の方や荷物等お持ちの方
がいらっしゃいます。主催者の方々には公共交通をお願いしておりますが、路線バスも１時間に
１本となり駐車場の確保に頭を悩ませております。

・職員の対応が大変良いとのアンケートに多くの方々に頂いており、利用者の皆さまにより一層
気持ちよくご利用頂けますよう努力して参りたいと思います。

要望・苦情への
対応状況

平成30年度の
自己評価

B

（１．０）

今後の目標

             総　合　評　価　　（4段階評価）　の　基　準

Ａ

Ｄ （０．２）

（０．５）



３　利用者による評価

調査結果

１　利用目的
　　研修会・講演会82.3%、会議14.0%、サークル活動1.2%
　　展示会1.2%（リフォーム展示会）、その他2.3%（球技大会）
２　利用回数
　　今回が初めて23.5%、週に1回程度1.2%、月に１回程度11.8%、
　　３ケ月に１回程度11.8%、半年に１回程度30.6%、年に１回程度9.4％、その他11.8%
３　予約のしやすさ
　　スムーズにできた100％
４　開館時間
　　現状で満足97.6%、開館時間を早くしてほしい2.4%
５　使用料
　　適当93%、安い3.5％、高い3.5%
６　会議室、設備
　　使いやすい95.3%、使いにくい・不足している4.7%
７　駐車場のスペース
　　十分である83.3%、狭い・不足している16.7
８　職員の対応
　　良い96.5%、普通3.5%

利用者からの意見
要望・苦情等

・野球場の駐車場から文化センターまでの距離が長すぎる。
・多目的ホールの楽屋に冷暖房を入れて欲しい。

【別紙】

利用者アンケート
実施時期 平成30年4月1日～平成31年3月31日
調査対象 施設利用者
調査方法 アンケートへの回答（８５件）


